
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月上旬に「北海道実践的教育モデル構築 第１回実践委員会」が行われ
ました。 

北海道教育委員会では、学校と地域が連携して子どもたちの安全を守るための体制作りと安全

教育の普及を目指す取組「北海道実践的安全教育モデル構築実践事業」を実施しています。2026

年度は苫小牧市が選定され、和光中学校区内（拠点校 緑小学校）をモデル地域として交通安全教

育が実施されることになりました。和光中学校区内３校の学校運営協議会において通学路を熟考

し、その内容を踏まえた通学路合同点検を実施することで、より充実した交通安全プログラム作

成に取り組み、児童生徒への普及啓発につなげていきます。 

9月上旬に行われた第 1回実践委員会で、通学路合同点検の結果に基づく危険箇所の報告があ

りました。ご家庭でもお子様と一緒にご確認と注意喚起をお願いいたします。 

 

 

 

 

１ 美園町 1丁目 

交通量が多く、見通しが良い分、車のスピードが出やすい通りです。自転車の通行も多いです。 

２ 高丘 6番地の２２ 

自転車通学の工業高校生徒の帰宅時が下りのため、児童との衝突が心配です。 

３ 高丘 8番地の３ 

  アパート前の歩道に路駐している車があり、特に冬期間は歩道が埋まり、子どもたちが雪山を

歩く様子が見受けられ、危険です。 

４ 新明町４丁目、５丁目 

  信号機のない横断歩道や横断歩道自体がない場所となっています。交通量も多く大変危険で

す。登下校で使用できない箇所となっておりますのでご注意ください。 

 
小学校低学年の交通事故死傷者数が多い！ 

小学校に入学し、子どもだけで歩く機会が一気に増えますが、６～７歳児の視野は非常に狭いで

す。大人の視野が左右に約 150 度、上下に約 120 度あるのに対し、低学年の視野は、左右に約

90度、上下に約 70度しかありません。また、低学年の子どもは身体が小さいため、ドライバー

の四角に入り込んでしまいます。親子で一緒に歩き、子どもの目線で通学路を確認し、「曲がり角

では一度止まって、右左右を見る」など、具体的な行動を徹底させましょう。 
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通学路危険箇所 


